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日本各地には時代と共に衰退しつつある商店街が数多く存在する。東京の新

名所である墨田区押上にある押上通り商店街もその一つである。スカイツリー

開業で賑わう下町に置いて利用者減少により活力を失いつつある商店街の再生

を主題におくことで、商店街の再生にスポットを当てつつ同時にスカイツリー

と共にこれからを生きて行く押上の新しいあり方を提案したい。

そこで商店街に掛かるアーケードに着目し、人と街とが繋がるに空間に変化

させることで利用者減少を止める事が出来ないかと考えた。アーケードに歩道

機能を持たせ、隅田川流れる墨田の街の営みを川の流れに見立て、人と街との

触れ合いを考えることで住みながら地域を蘇らせる空間を街の輪郭から創り出

す。それらは活気を生み出し、新しい時代の街を形成して行く。

隅田川や北十間川にゆらめく水面をイメージしたアーケー

ド。その上部を歩けるように、グランドレベルの商店街とも立

体的に行き来しやすいように、活気と潤いのある街を取り戻す

ための提案である。グランドレベルは水の揺らぎのような光と

影、アーケードに取り付くバナーやインスタレーション、人の

動きなどが交錯し、臨場感あふれる空間に変貌する。2層に渡

る歩行者動線は、商店街上階の空スペースにも眼を向けたもの

で、ビル群を立体的に結び付け、相互に行き来しやすい関係性

の強化も企図されている。一般的に、みちゆく人の流れは、集

客力のある二極の間に生まれる。この提案の一方の極はスカイ

ツリーで、開業以来にぎわう大勢の人々をこの商店街に引き寄

せようとしている。アーケード反対側はかつて大勢の人々で賑

わった工場街であり、そのエリアの再生にも大きな関心を寄せ

ている。もとよりものづくりが息づく場所。その具体案も次な

るテーマとして欲しい。

都市へのまなざしは、継続してこそ深まるものだからである。
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講　評 日本では、少子高齢化が進んでいて、深刻な問題となっている。

人口減少によって、住宅の需要も低迷するだろう。

中高層集合住宅にある弱点は住民のコミュニケーションが滞っていることだと

思う。

育児、高齢者の介護、住民の交流などに配慮した住宅がこれから求められる住

宅のあり方である。

本計画では多様な世帯のための六種の住宅と五種の利便施設を混合し、低層の

囲み型の配置としている。

囲みによって、コモンスペース（大きな中庭）とパブリックスペースをはっき

り分けている。

中庭の機能は、子供にとって安全安心な遊び空間と住民達の交流しやすい場所

になる。

助け合う環境があれば、少子高齢化問題を解決する鍵の一つであると信じている。

遠い親戚より近くの他人

普遍的な設計手法を纏った現実的な計画案である。多世

代共存というテーマも、近年重要視されている耳慣れた課

題のひとつであり、独創的な提案とまでは言い難い。だが、

高所得者の狙いそうな第一種低層住居専用地域のベッドタ

ウンに比較的人口密度の高いタウンハウスを計画しようと

いう敷地選定の妙にこそ、作者の、非常に意欲的な動機が

読み取れる。まず、敷地のブロック分筆による共同所有と

いう設定は、現在の住宅市場に対する異議申し立てであり、

市民に対して近代的法意識とくに「所有」感覚の見直しを

迫るものでもある。さらに、各住棟内における公私境界の

明瞭化および私的領域への入構規制という提案は、共助を

理想としてきた我が国「伝統」のコミュニティ思想を真っ

向から否定する。すなわち本作には、自由主義対共同体主

義という既存の対立図式とは異なった、作者ならではの

「思想」が提案されているのだ。だからこそ、その戦略が

投影された、作者ならではの「空間」が見たかった。そし

てその空間に暮らす人々の「生活」を、ぜひ見せて欲しか

った。
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